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地域内での最近のトピックスを紹介します 
 
 

3月 17日（火）、初のまちカツ（まちづくり発表会）が行われました 
 
 

市内のまちづくり協議会の活動を互いに発表し、今後の活動の参

考にしようと、初めての「まちづくり発表会（まちカツ）」が市生涯

学習センターで行われました。現在市内では、伊深のほか、三和、

加茂野町、山之上の４つの協議会が活動していますが、それぞれ特

長のある取り組みがスライドを使って発表され、参加者の皆さんは

刺激を受けていたようです。伊深については小林会長がコミュニテ

ィ施設の必要性も交えながら最近の取り組みをユーモラスな語り口

で紹介し、参加者の共感を呼んでいました。 

 

 

 

伊深小学校、ほくぶ保育園で卒業式・卒園式が行われました 
 
 

伊深小学校では 3 月 25 日（水）、26 年度の卒業式が行われ、9

名の児童たちが学び舎をあとにしました。今年度の卒業生は同校

初めての複式学級からの卒業となりましたが、それぞれがあいさつ

運動を始めとする学校活動を通じて確かな自信と誇りを身に着け、

たくましく成長したことを実感できるような旅立ちとなりました。

最後に『咲かせよう 笑顔の花を』をみごとに合唱・朗読し、参列

した保護者や来賓の感動を呼んでいました。 

 

  

一方、ほくぶ保育園では 3 月 27 日（金）、同園として最初の卒

園式が行われ、12名の園児たちが園舎をあとにしました。園児た

ちは自分で描いた絵を高く掲げ、「私はケーキ屋さんになりたい」

「僕は虫博士になる」など、自分の将来の夢を力強く発表しまし

た。今後は伊深、三和、蜂屋の 3 つの小学校に分かれますが、こ

こで楽しく遊んだ思い出を胸に、元気に小学校へ通ってくれること

でしょう。 

なお、式に先立ち、新しい園歌・園旗の披露が行われ、作曲・デ

ザインの関係者への感謝状贈呈も行われました。 
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協議会内で個別テーマに取り組んでいる活動グループの最近の動きを紹介します。 

                                    （代表者の敬称略） 

 

里山活動グループ 代表： 大矢 伸司 

3月 17日（火）、伊深小学校で「しいたけ菌打ち体験」を行いま

した。  始めての試みとして、4年生総合学習の中で、しいたけ

の菌打ち体験を行いました。ほとんどの児童が初めてとあって最

初は打ち込む菌の量がまちまちであったり、ふたのかぶせ方が弱か

ったりしましたが、終わるころには能率も上がってきました。しい

たけの発生は来年の秋になる予定で、児童たちからは「待ち遠し

い」といった声が聞こえていました。 
  

 

標柱づくりグループ 代表： 福田美津枝 

3月 21日（土）、第 2回標柱めぐりウォーキングを行いました。 

第 2回目として北周り（大洞・上切）コースを行い、約 20人の

参加がありました。今回は神社・寺、旧道、ほこらなどをめぐる約

7kmの健脚コースとなりましたが、予定どおり回りきることがで

き、早春の天候のなかうっすら汗をかく程度のよい運動になったよ

うです。次回は南周りコースとして正眼寺周辺および南部を巡る

コースを実施する予定にしています。  

 

 

３月の定例会では主に下記のことを協議・検

討しました。 

 

■ 報告： 

交通安全 委員の２年任期が終了し交代した。 

自治会 今年度は全般的に各行事への参加率が

高かった。 

環境美化グループ（れんげ会） 3/17 に花壇整

備を行った。 

里山活動グループ 3/17 に伊深小でしいたけ菌

打ち体験授業をサポートした。 

小学校稲作体験支援グループ 水の便、草取り

の手間など課題も上がってきているので 27年

度の実施をどうするか引き続き検討したい。 

災害協力隊 市で非常時を想定した図上訓練が 

あり、伊深でも防災訓練の時などに実施できな

いか検討したい。 

視聴覚 映画「じんじん」は好評であった。 

 

運営委 3/17にまちづくり発表会があり伊深も

写真中心の発表を行った。 

・コミュニティ建設について さまざまな関

係先との協議を進め、早期に実現できる方

法を検討したい。 

 

■ 協議事項： 

○「標柱めぐり用マップ」の作成について 

≫原案が示され、これをもとに詳細を詰めてい

くとにした。 

 

  

 

■ 協議会の動き 

３月定例会のあらまし 
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